


『財務戦略』なくして、鍼灸・整骨院の持続的経営はない 
 

いつも弊社の案内やメルマガをお手にとっていただき、誠にありがとうございます。㈱船井総合研究所で、鍼灸院・整

骨院のコンサルティンググループの責任者をしております浜崎允彦（はまさきまさひこ）です。年末に差し掛かりましたが、

皆様の業績状況はいかがでしょうか？ 

業績状況といえば「売上」に関連する指標を示している方が多いと思います（カルテ枚数、カルテ単価、新規患

者数、リピート率など）。もっと言えば、そんな指標すら取っておらずどんぶり勘定で経営をしている先生も未だに少なくな

いという実態もあります。もちろん、個人事業で経営していたり１店舗経営だと細かく関心を持たなくても運営していける

こともあるでしょう。 

しかし最近では、業界でも多店舗展開や初期投資がかかる出店形態も増えてきておりまして、売上を上げ

るだけではなく資金調達、しいては財務戦略をど真ん中に置いた経営を求められている企業も増えてきていま

す。弊社でも 250 社（約 800 院以上）の会員の整骨院経営者様とコンサルティングの場で情報交換したり、お陰様で日々

の経営相談で以下のようなお悩みをいただくことが増えて参りました。 

 

❐資金的に税理士に新規出店を止められたけど、出店・採用の勢いを止めたくない・・・ 

❐売上は伸びているが、どうも資金が足りないと日々感じている・・・ 

❐銀行からどのように評価されているかが分からず、好条件で資金調達できているかどうかが不安・・・ 

❐儲かっているから、効果的な節税を知りたいけどきちんとした知識がない・・・ 

 

皆様の地域や周囲でも、『なぜあの会社は急速に伸びているのか？』 『どうしてあんなに採用や集客にお金がかけら

れるのか？』 と思われる経営者さんがいらっしゃるのではないでしょうか？もちろん、自費治療、交通事故治療、美容、

トレーニングなどの分野に力を入れたり、社員教育に投資しているから生産性（売上）向上や店舗拡大ができている実態

はあります。 

しかし、それに加えて「財務戦略」に力を入れることが必須条件になり、積極的な出店、採用を可能にする

ためには、戦略的な資金調達が求められます。また、銀行から借り入れた資金を、ただそのまま返済し続けていては、

毎月のキャッシュフローは改善しないこともあります。資金調達には、借り方に加えて、実は返し方にもテクニック

があり、経営者が取得するべき運転資金の正しい考え方を持っていただくことをおすすめします。 

そして、儲かっているからといって節税に集中しすぎると、利益が減ってしまいますから、自己資本比率が

薄くなるリスクを抱える可能性もあります。結果、金融機関からお金が借りにくい決算書になる可能性もありますので、

現在の財務状態や未来の経営計画（売上・利益・社員数・店舗数など）に合わせて、上手に節税を行う必要があるので

す。そういった知識を正しく持っておくことが大切です。 

以上のような背景もあり、この度弊社の金融・M&A 支援部 の谷翔太というコンサルタントと私とでセミナーを開催する

に至りました。谷は、弊社でも数少ない元金融機関出身で、船井総研にコンサルタント職で転職してきた人間

です。経営コンサルタントが銀行側の見識を元に、適正な基準を当日お伝えするわけですから間違いない知識を提供で

きるというわけです。金融機関は、資金を貸す際にどこを見て判断しているのか？借入の保証、担保の水準は何を見て

決まっているのか？みなさまが中々知り得ない情報もお伝えしますので、是非とも楽しみにいらしてください。 
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